
令和３年度

・車両も自転車も多い。
・自転車は、早い速度で歩道を走るので、児童のランドセルとぶつかる
ことがある。
・過去に交通事故が起きた。
・歩道は拡幅済み。
・歩行者向けの信号を短くし、車両だけを通す時間を増やした。

○自転車ナビマークを設置する。
⇒交通対策課で設置しました。

○自転車利用者への啓発を図る。
⇒交通対策課より年間を通じて実施中です。

○パトロールを要望する。
⇒立川警察署で順次、実施中です。

令和６年度
・自転車がかなりのスピードで飛ばしている。
・ランドセルとの接触事故が起きている。
・交通事故も起きている。

・当該箇所では、PTA、学校地域コーディネーター、放課後子ども教室の方々による見守り
を行っている。
・交差点では、車と児童による接触事故も起きている。

〇立川警察署にて実施している車両に対してのパトロールについては、過去５年間の交通
事故が多い箇所から選定して実施しているため、当該箇所についてもパトロールの対象と
することを検討する。
⇒随時、パトロールを実施しています。

令和３年度
・信号待ちをする場所が狭い。
・都道。

○信号待ちする場所の拡幅を要望する。
⇒立川警察署、北多摩北部建設事務所、道路課で横断歩道の移動、自動車運転者への注
意喚起の道路標示、ガードレールの形状変更を行い、児童が安全に信号待ちできるスペー
スを確保しました。

令和６年度
・ガードレールの形状変更を行っていただいているが、児童の信号待
ちをする場所が狭い状態である。

・歩車分離信号を設置すると、車の待ち時間が倍近く多くなり、渋滞を招いてしまう恐れが
ある。
また、時差信号の導入にはどちらかの車線を右折禁止にする必要があるため、地域住民
の困惑につながる恐れがある。

〇立川警察署にて事故の発生状況及び交通量を調査した上で、信号サイクルの変更を検
討する。
⇒過去の交通事故の原因と現在の交通量について改めて確認を行いました。その原因等
から信号サイクルについて、引き続き経過を見ることとしました。

令和３年度
・北側から来る車両の速度が速く、怖い。
・「止まれ」の道路表示は強調されている。

○車両運転者向けの看板の設置を要望する。
⇒道路課で設置しました。

令和６年度
・車のスピードが速い。
・「止まれ」の道路標識を強調を要望する。

〇立川警察署と道路課にて一時停止を表す路面標示（強調マーク含め）の再塗装を検討す
る。
⇒道路課にて再塗装しました。

〇交差点北側の横断歩道を表す標識を大きくすることを検討する。
⇒標識を大きくするため、現在調整中です。

令和３年度
・歩行者用信号が赤色の時は、手前の安全な箇所で待っているが、青
色になった途端、飛び出して、自転車と衝突することがある。

○児童に対し、信号機が青色になっても左右を確認をしてから、渡るよう指導する。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。

令和６年度
・継続して指導を行っているが、飛び出して交通事故につながりやすい
箇所である。

・交差点は押しボタン式信号となっている。押してから信号が変わるまで一定の時間を要す
るが、信号をすぐに切り替わるようにすると車がすぐに止まれない危険性がある。また、信
号が変わるまで一定の間隔がないと車の流れが止まってしまい渋滞の恐れもある。

〇交差点付近に設置されている車両侵入禁止のための柱が傾いているため修繕の検討を
する。
⇒関係部署にて改めて現地確認を行い、現状は歩行者への危険性や車の侵入の恐れに
ついて、支障がないと見られたため、経過を観察することとしました。

④ 殿ヶ谷緑道と五日市街道の交差点

① 西砂小東信号

② 西砂町宮沢交差点

③ 西砂川街道と林泉寺通りの交差点

地図上の番号

西砂小学校対策箇所一覧表

学校・PTA等からの要望箇所 学校・PTA等からの説明・要望 関係機関による点検結果点検年度 対策の実施状況

実施済み（対策効果の把握中）

　　　　　　　　　　　未実施

※過去の交通事故の原因と現在の交通
量について改めて確認を行い、その原因
等から経過を見ることとしたため。

一部実施済み（対策効果の把握中）

　　　　　　　　　　　　未実施

※関係部署にて改めて現地確認を行
い、現状は歩行者への危険性や車の侵
入の恐れについて、支障がないと見られ
たため、経過を観察することとしたため。



地図上の番号

西砂小学校対策箇所一覧表

学校・PTA等からの要望箇所 学校・PTA等からの説明・要望 関係機関による点検結果点検年度 対策の実施状況

令和３年度
・死角がある。
・児童がガードレール外にあるブロックに平均台のように乗って遊んで
いる。

○児童に対し、ブロックに乗らないよう指導する。
⇒小学校で年間を通じて実施中です。

令和６年度 ・継続してブロックに乗らないように指導している。

・当該箇所のガードレールは柵のような形状となっている。特に下校時にガードレールに
乗って遊ぶ児童が多い。

〇引き続き、小学校で児童に対してガードレールを超えて歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸに乗る子供達
がいるが、車道にはみ出てしまう危険性がある旨を伝えて、ガードレールを超えないように
指導する。
⇒児童に対して指導しています。

⑥ 第三学童の通りと殿ヶ谷街道がぶつかる箇所 令和６年度
・車道を横断しないように児童に指導しているが、信号が少ないため車
道を横断する児童がいる状況である。
・車からは、車道を渡る人が見えづらい状況がある。

・車と児童のランドセルとが接触する事故が起きている。

信号機の設置には渋滞の恐れがあるため、付近の信号から150ｍ以上の間隔が必要とな
る。
当該箇所から北側付近には信号機があるため設置は難しい。

〇立川警察署にて当該箇所から南側に横断歩道の設置を検討する。ただし、児童のみで
当該横断歩道を渡ることは難しいため、小学校では児童に対して渡らないように指導する。
⇒立川警察署にて横断歩道を設置しました。ただし、横断歩道は児童のみで渡ることは危
険であることから登下校時に通行しないように小学校で児童に対して指導しています。

実施済み（対策効果の把握中）

⑤ 殿ヶ谷緑道と西砂小北側道路の交差点 実施済み（対策効果の把握中）


